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を夜や翌日の朝に読み返しておくことも有効だと思います。 
対人サービスに関連するのは児童フロアでの実習でしょうか。児童に対しては怖がらせず
スムーズにカウンターでのやりとりができるよう、細心の注意と最大の笑顔をもって臨まな
ければなりません。また読み聞かせは多くの方々にとって不安の種だと思います。私の場合
は、直前に職員の方がやった手遊びが尋常ではない盛り上がりを見せたため、子どもたちが
話を聞くモードに入っていないままの読み聞かせとなり大変苦労しました。途中で歌いだす
子や「この本知ってる…」と退屈そうな子たちを前に、正直心が折れそうになりました。し
かし読み終わって拍手をもらい（後ろで聞いていた親御さんたちの優しさが沁みました）、
最後に子どもたちからお礼を言われると報われたような気持ちになりました。私の読み聞か
せは決して成功とはいえないと思いますが、印象深い実習のひとつです。 
 受け入れ館の方々は実習生の希望に少しでも添えるように努力してくださると思います。
私が選書の過程を見てみたいと話したところ、児童書・一般書の選定会議に参加させてもら
うことができ、実習館だけではなく市内の地区館の職員の方々ともお話をしたり、市全体と
しての選書というものも学ぶことができました。例えば一般書の選定会議で印象的だったの
は、各館の購入希望を共有していく中である館が購入を取りやめたり、他の館に譲ったりと
いった場面が頻繁に見られたことでした。購入希望の動機も利用者からのリクエストによる
ものだから、そろそろ新しいシリーズものを加えたいからというように各館によって様々で
す。ほかにも立川市図書館の蔵書冊数など多角的に「どこが何冊買うのか」を検討しスピー
ディーに決定していく職員の姿が大変格好良く見えたのを覚えています。 
 ２の前半で実習期間が８月中で夏休みと被ると特に児童フロアは忙しいと述べましたが、
夏休みならではの経験もできたので最後に加えておこうと思います。実習期間中、小学生を
対象にした点字体験会が行われそのお手伝いをさせていただきました。前日に点字の基礎知
識や点筆の使い方等を習い、一通り勉強してからの参加でした。体験会の内容としては、自
分の名前を点字で打ってみたり点字絵本をながめたり、世の中にある点字を読むクイズをし
ました。ほとんどは親子での参加でしたが、１人で来てくれた女の子がおりその子につくよ
うに言われたときは不安でした。子ども相手が苦手であることを自覚していたためです。し
かし硬い表情が次第にほぐれて、張り切ってクイズに取り組んでいる様を見られたときは胸
がいっぱいになりました。 
 
4 おわりに 
私はただただ実習が楽しく、終わりが近づいてくると寂しさを感じるほどでした。もちろ
んたくさん間違えましたし大きなミスを２回もしてしまいましたが、それでも繰り返し質問
をして必死に食らいついていけば職員の方々は優しく教えてくださいます。何よりも、大学
の講義では得ることのできない生き生きとした学びがあります。無我夢中で２週間を過ごす
うちにいつの間にか多くの知見が身につき経験が蓄積されているはずです。皆さまの実習が
楽しく、充実した時間になることを心よりお祈り申し上げます。 
 
 
